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質
問
　
下
水
道
整
備
計
画
が
な

い
織
笠
上
地
区
、
豊
間
根
全
地

区
の
生
活
雑
排
水
の
処
理
は
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
沈
殿
枡
を

設
置
し
て
い
る
家
庭
も
あ
る
よ

う
だ
が
、
残
る
汚
泥
処
理
に
大

変
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
解

決
方
法
が
な
い
の
か
伺
う
。

沼
崎
町
長
　
沈
殿
枡
に
残
る
汚

泥
処
理
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で

２
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

各
家
庭
か
ら
流
れ
出
る
排
水
に

ゴ
ミ
な
ど
の
異
物
が
流
れ
込
ん

で
ろ
材
が
目
詰
ま
り
す
る
こ
と

が
汚
泥
堆
積
の
大
き
な
原
因
の

よ
う
で
あ
る
。
問
い
合
わ
せ
に

は
、
汚
泥
の
水
を
切
っ
て
か
ら

自
己
所
有
の
土
地
内
で
処
理
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

質
問
　
合
併
浄
化
槽
設
置
に
対

す
る
補
助
枠
と
希
望
人
数
は
。

福
士
地
域
整
備
課
長
　
合
併
浄

化
槽
の
設
置
希
望
は
、
２
年
間

で
補
助
枠
　
基
に
対
し
　
名
の

１７

３５

希
望
者
が
あ
り
、
く
じ
に
よ
る

抽
選
で
決
定
し
て
い
る
。
補
助

枠
に
つ
い
て
は
、
環
境
問
題
も

あ
る
こ
と
か
ら
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

質
問
　
岩
手
宮
古
農
協
の
合
併

に
伴
い
畜
産
業
は
大
変
厳
し
く

肥
育
頭
数
も
減
少
し
て
い
る
と

聞
く
。
畜
産
振
興
に
力
を
入
れ

て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
、
次

の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
に
係
る

経
費
な
ど
具
体
的
内
容
は
。

②
堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
前
に
農

協
組
合
長
と
の
約
束
事
は
。

③
畜
産
振
興
の
た
め
救
済
措
置

を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

沼
崎
町
長
　
　

①
用
地
取
得
費
１
４
６
０
万
円

建
設
費
４
億
６
９
１
０
万
円

合
計
で
４
億
８
３
７
０
万
円
。

補
助
率
は
国
　
％
、
県
　
％
。

５０

１０

起
債
総
額
は
２
億
７
８
０
万

円
で
、　

年
返
済
で
元
利
合

１０

計
２
億
２
０
６
７
万
円
と
な

る
。

②
堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
後
の
運

農協合併により肥育頭数が減少し今
後の運営が心配される堆肥センター

営
に
あ
た
っ
て
は
、
公
設
民

営
で
あ
る
こ
と
、
建
設
後
の

運
営
は
畜
産
農
家
の
運
営
組

織
に
任
せ
農
協
も
積
極
的
に

協
力
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

③
特
に
黒
毛
和
種
の
肥
育
農
家

が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

今
後
と
も
肥
育
を
望
む
農
家

に
つ
い
て
は
、
新
農
協
の
新

た
な
営
農
方
針
に
そ
の
意
向

が
反
映
さ
れ
、
本
町
畜
産
振

興
に
つ
な
が
る
よ
う
合
併
協

議
会
な
ど
に
強
く
要
望
し
て

い
き
た
い
。

町の考えを聞く

（８）

三ヶ尻隆雄議員

産業振興

合
併
協
議
会
へ
強
く
要
望

農
協
合
併
後
の
畜
産
振
興

環境行政

水
を
切
っ
て
自
己
所
有
地
内
で
処
理
を

汚
泥
処
理
の
解
決
方
法




